










本研究事業は、昭和 39 年、特定の国立療養所内に筋ジストロフィー病棟を設

置して患児の療育を行なうという国の方針に呼応して開始されたが、今日まで

に既に 10 年余を経過している。当初は 8 施設を中心とするきわめて小規模な

研究会形式のものであったが、いずれもこの未踏の分野に対する開拓の意欲と

医療従事者としてのモラルに支えられ研究費自前でよく頑張ったものであった。

幸に昭和 44 年に至り厚生省特別研究費による臨床社会的研究に採用され、さ

らに昭和 46 年来は心身障害研究費による筋ジストロフィー症の臨床的研究と

して一段と大型化されるに至り、研究の規模と内容に目覚しい進展が見られた。

この間、関連の施設も当初の 8 施設より次第に増加し国療 21、大学 3 に増加

し、収容患者も約 1.500 名を越え、班会議参加者も 200 余名を算するに至って

いる。


